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一　般　演　題

1．3検出器型SPECT装置における心臓用ファン

　　ビームコリメータの使用経験について

桂木　　誠

船津　和宏

高良　真一

筒井　竹人　　荒木　昭輝

木村　史郎　　村上　正彰

倉田　精二　　西原　春實

　　　（聖マリア病院・画診部）

　3検出器型SPECTにおいて心臓撮影用に開発され

たファンビームコリメータを使用する機会を得た．

一般にファンビームコリメータは平行コリメータに

比較し，検出感度や空間分解能が高いとされてお

り，脳SPECTでは，より良好な画像が得られると報

告されているが，心臓に対しては未だほとんど使用

されていない．今回，われわれの施設ではPicker社

製PRISM－3000システムに心臓用のファンコリメータ

（Cardio－fan）が導入された．ファントムを用いて行っ

た基本性能の平行コリメータとの比較検討（感度や分

解能等）や臨床上生じた問題点について報告した．

2．ATP負荷心筋SPECTの有用性
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　［目的】ATP負荷心筋SPECTの有用性について検

討した．

　【対象］　虚血性心疾患（疑い含む）にて負荷心筋

SPECT・CAGの両者を施行した91例（ATP　36例，

dipyridamole　23例，運動32例）．なおPTCA，　CABG

施行例は除外した．

　【方法］負荷直後の初期像を用い，左室心筋を23

セグメントに分割し，集積の程度を半定量的に評価

した．冠動脈病変重症度はGensiniのcoronary　score

を用いた．

　［結果lATP負荷は副作用・房室ブロックの出現頻

度は高かったが，程度は軽く治療を有するものはな

かった．ATP負荷SPECT所見と冠動脈病変重症度

との相関は，運動負荷に比べやや劣るものの，dipy一

ridamoleと同程度であった．多枝病変や側副血行路の

発達した症例では，実際の冠動脈病変を過小評価す

る可能性があると考えられた．ATPはdipyridamole負

荷に代わりうる有用な方法と思われた．

3．Asymmetric　fan・beam・collimatorを用いた99mTc

　製剤による心筋シンチにおける減弱補正法の基

　礎的検討
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　Asymmetric　fan－beam　collimator（Asy．　C）を用いた心

筋99mTc製剤使用の場合の減弱補正法を心筋ファント

ムを用い検討した．

　99mTc　37　MBqを入れた心筋ファントムを，水を満

たした円筒容器中に入れてtransmission（TCT）および

emission（ECT）データを収集した．　TCTデータは，2

枚のAsy．　cを装着した2検出器型ガンマカメラを用

い，一方でTcT線源（99mTc　185　MBq）よりのTcTデー

タと心筋ファントムよりのECTデータを収集し，

TCT線源側のAsy．　cで収集したECTデータをサブ

トラクションし得た．つぎに，心筋ファントムの

ECTデータを2枚の平行型コリメータにて収集し，

Asy．　cを使用して得たTCTデータで作成した減弱係

数マップで補正し，減弱補正SPECT像を得た．減弱

補正により，心筋ファントム深部のカウントは増加

し，心筋カウント分布の均一性が向上した．

　本法は，99mTc製剤投与後でも，99mTc線源による

TCTが可能で，臨床的に有用と思われた．さらに，

99mTcおよび2°iTIの2核種同時収集における減弱補正

にも応用可能と考えられた．
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